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審査から

　
委
員
　
今
後
さ
ら
に
周
知
と
か
、

こ
う
い
っ
た
手
を
打
つ
と
い
う
こ

と
を
考
え
て
い
る
、
あ
る
い
は
今

後
の
テ
ー
マ
と
し
て
検
討
す
る
ん

だ
と
い
う
思
い
が
あ
る
の
か
。

　
い
き
い
き
生
活
部
長
　
町
田
市

も
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
ん
で
い

く
こ
と
で
、
高
齢
者
施
策
全
体
で

費
用
が
膨
ら
ん
で
き
て
い
る
部
分

が
あ
り
ま
す
。
新
し
い
事
業
に
つ

い
て
検
討
す
る
と
き
に
は
、
ま
ず

は
財
政
面
と
い
う
こ
と
が
言
え
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
事
業
に
関
し

て
言
う
と
非
常
に
効
果
が
限
定
さ

れ
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
有
効
性

も
十
分
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

国
や
都
、
他
自
治
体
の
動
向
等
も

注
視
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
こ
こ
数
年
で
実
施
す

る
と
か
は
余
り
考
え
ら
れ
ま
せ
ん

け
れ
ど
も
、
毎
年
、
熱
中
症
、
酷

暑
の
問
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

う
い
う
中
で
考
え
て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

っ
て
派
遣
し
て
い
た
と
い
う
と
こ

ろ
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、
今
回
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ほ
う
か
ら
、
派

遣
法
派
遣
に
基
づ
い
て
事
業
者
負

担
分
を
一
部
負
担
し
て
い
た
だ
け

る
と
い
う
お
話
に
な
り
ま
し
た
の

で
、
そ
う
す
る
と
、
研
修
派
遣
で

は
な
く
て
派
遣
法
で
派
遣
す
る
と

い
う
こ
と
で
、
今
回
、
条
例
改
正

に
至
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

室
内
プ
ー
ル
改
修
空
気
調
和

設
備
工
事
請
負
契
約

　
委
員
　
耐
久
性
と
い
う
点
で
は

何
年
ぐ
ら
い
見
込
ん
で
い
る
か
。

　
営
繕
課
長
　
一
般
的
に
は
20
年

程
度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
場

を
確
認
し
な
が
ら
、
今
こ
こ
で
29

年
も
た
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う

こ
と
で
、
た
だ
、
や
は
り
こ
こ
で

改
修
し
な
い
と
、
こ
の
先
、
使
い

に
く
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
今
回

改
修
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ

と
で
す
。

熱
中
症
緊
急
対
策
に
関
す
る

請
願
に
つ
い
て

～
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子

ど
も
が
い
る
世
帯
な
ど
へ
の

エ
ア
コ
ン
等
の
購
入
補
助
制

度
の
実
施
を
求
め
る
～

　
委
員
　
熱
中
症
対
策
周
知
は
何

か
や
っ
て
い
る
の
か
。

　
高
齢
者
福
祉
課
長
　
熱
中
症
予

防
に
関
す
る
普
及
啓
発
と
し
て
、

介
護
保
険
料
の
決
定
通
知
書
を
送

付
す
る
際
に
、
封
筒
に
熱
中
症
へ

の
注
意
書
き
を
明
記
し
、
高
齢
者

に
配
付
し
て
い
る
「
高
齢
者
の
た

め
の
暮
ら
し
の
て
び
き
」
で
注
意

喚
起
の
記
載
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
健
所
で
発
行
し
て
い
ま

す
「
み
ん
な
の
健
康
だ
よ
り
」
７

月
１
日
号
に
お
い
て
、
熱
中
症
予

防
に
お
い
て
大
変
重
要
な
水
の
補

給
に
関
し
て
情
報
提
供
を
行
う
な

ど
、
普
及
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

公
益
的
法
人
等
へ
の
町
田
市

職
員
の
派
遣
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

～
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委

員
会
へ
の
派
遣
～

　
委
員
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
か
か

わ
っ
て
い
く
町
田
市
の
メ
リ
ッ
ト

が
、
派
遣
さ
れ
て
い
る
３
名
の
方

々
の
仕
事
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
変

わ
っ
て
く
る
イ
メ
ー
ジ
か
。

　
職
員
課
長
　
３
名
の
う
ち
２
名

が
今
年
度
末
で
戻
っ
て
く
る
予
定

に
な
っ
て
い
ま
す
。
向
こ
う
で
培

っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
こ
れ
か
ら
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
町
田
市
で
生
か
し
て
も
ら

お
う
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
委
員
　
条
例
改
正
を
す
る
主
な

目
的
と
い
う
の
は
何
か
。

　
職
員
課
長
　
今
ま
で
は
研
修
派

遣
と
い
う
こ
と
で
、
平
た
く
言
う

と
人
件
費
を
こ
ち
ら
側
で
全
て
持

９月７日・１４日に議案１９
件、請願１件、認定２件
の審査を行いました。

９月７日・１０日・１４日
に議案７件、認定１件
の審査を行いました。総　務健康福祉

・高齢者あんしんキーホルダー売払いについては年齢制限なく、多くの市民の
方々に所持して頂き、高齢者見守り意識の向上を図られたい。
・福祉輸送サービス事業の総括については、実施時期を想定し、それまでのス
ケジュールを明記されたい。
・障がい者支援センターの委託先事業者に対する適正な予算措置を講じ、円滑
なセンター運営ができるように図られたい。
・わくわくプラザ町田の講習室・会議室の利用率の向上を図られたい。
・シルバー人材センター作業員については今夏の熱中症で入院、死亡原因にな
ったケースもある。作業員の健康管理を求める。
・経済上や身寄りがないなどの特別の事情がある高齢者については、養護老人
ホームや特別養護老人ホームの積極的措置入所を勧められたい。
・高齢者福祉センターの老朽化に伴う改修工事を急がれたい。またその際は、
利用者ニーズをよく把握して、浴室やマッサージ機などの人気サービスの継
続を図られたい。
・健康福祉会館で行われている休日・準夜急患こどもクリニックや休日応急歯
科・障がい者歯科診療所等は一部土曜日夜間等に対応していない。市民が健
康で安心して暮らすことができるまちづくりの推進を図るためメディカルセ
ンター化等を検討されたい。
・国民健康保険事業の収支改善について、保険税収納率改善やジェネリック医
薬品促進、医療費適正化等の施策を進める一方で、財政改革のために被保険
者の健康促進策（健康寿命）をさらに推進されたい。
・地域包括ケアシステム充実を図るため、勉強会や実地指導をより充実させ、ケ
アマネジメントの効率化とともに一層の質の向上に繋がるよう努められたい。
【認定第２号】
・財務については、医業収益が低下しないように努力し、経常損失、純損失の
圧縮を図られたい。中期経営計画に基づき２０２０年度経常収支黒字に向け
て取り組まれたい。
・呼吸器内科の常勤医の確保など、医業収益減や病床稼働率の低下を招く医師
不足の解消を図るために、抜本的対策を講じられたい。

など計３２件の意見を附帯決議として付しました。

決算審査（健康福祉）
認定すべきものと決定

・職員のメンタル疾患の予防により努め、特にメンタル疾患の病休者の減少、
復職後の再発の防止に努められたい。
・より適正な契約事務が行えるよう、契約方法について検証し、改善されたい。
・「ふるさと納税」については、法人への周知も含め、更なる認知度向上を図
られたい。
・未使用地及び低利用地の処分や活用方法を適時出来るよう準備しておくべき
と思う。ならびに、市民の皆さまにも早い公表をされたい。
・庁用車事故の削減に向け、職員の意識向上を図る取り組みをさらに進められ
たい。
・地球温暖化防止の観点からも、庁舎二酸化炭素排出量の削減の為、多方面か
ら取り組みを進められたい。
・公共施設再編計画の検討にあたっては、採択された関連請願の趣旨と内容を
反映させられたい。
・２０１７年度の差押は、２３９４件
２０１６年度の差押は、２２５１件
差押設定せざるを得ない状況で設定したならば、債権回収出来た段階で設定
解除をしなくてはならない。設定解除漏れがないか、急ぎ調査されたい。
・滞納整理にあたっては、納税者の生活再建をふまえた対応をされたい。
・更なる都市農業振興のため、いわゆる生産緑地２０２２年問題に向け、生産
緑地所有者に対し関係法規の周知を徹底されたい。
・山林バンク事業を積極的に進め、更なる山林等の活用面積を増やすよう努め
られたい。
・町田新産業創造センターは、他に類を見ない充実施設であるが、創業企業が
育った段階での本市に残る対策が取られていない。早急に行われたい。
・町田市が指定し、バスターミナルから発車する観光バスの利用者にわかりや
すいようにするために、バスセンターや鉄道出入り口付近にも観光バスの発
車場の場所の案内を表記されたい。

など計２３件の意見を附帯決議として付しました。

決算審査（総務）
認定すべきものと決定

歳入合計
約1,539億円

その他
16,225,527,332円
(10.5%）

市債
5,901,800,000円(3.8%）

繰入金
7,024,182,964円(4.6%）

地方消費税交付金
8,725,982,000円
(5.7%）

都支出金
19,456,809,649円
(12.6%） 国庫支出金

27,983,443,453円(18.2%）

市税
68,604,671,324円
(44.6%)

歳入合計額
153,922,416,722円

平成29年度　歳入決算額の内訳（一般会計）

歳出合計
約1,491億円

歳出合計額　
149,050,406,207円

平成29年度　歳出決算額の内訳（一般会計）

総務費
22,548,455,646円(15.1%）
総務費
22,548,455,646円(15.1%）

民生費
75,080,802,875円
(50.4%）

民生費
75,080,802,875円
(50.4%）

その他
1,876,000,783円（1.3%）
その他
1,876,000,783円（1.3%）

衛生費
12,590,048,102円（8.4%）
衛生費
12,590,048,102円（8.4%）

土木費
11,559,715,280円（7.8%）
土木費
11,559,715,280円（7.8%）

公債費
6,476,604,918円（4.3%）
公債費
6,476,604,918円（4.3%）

消防費
5,214,806,846円（3.5%）
消防費
5,214,806,846円（3.5%）

教育費
13,703,971,757円（9.2%）
教育費
13,703,971,757円（9.2%）

議会費 643,923,320円
労働費 30,641,960円
農林費 313,980,121円
商工費 887,455,382円

平成２９年度決算 (一般会計・特別会計)
・平成２９年度病院事業会計決算を審査

　本定例会では、決算についても各常任委員会で審査しました。各常任委員会では活発に質疑が行われ、決算審
査の結果「認定すべきもの」と決し、多数の意見が付されました。


